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同
窓
会
だ
よ
明

会
長
挨
拶

我
が
関
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
（
ご
活
躍
の
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
同
窓
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
国

・
武
漢
で
最
初
の
感
染
者
が
報
告
さ
れ

た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
瞬
く
間
に
世
界

中
に
広
が
り
、
今
年
十
月
中
旬
に
は
、
世
界
の

感
染
者
四
千
万
人
、
死
者
百
十

一
万
人
、
日
本

で
は
感
染
者
九
．
三
万
人
死
者
千
六
百
八
十
八

人
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
様
な
状
況
下
に
お
い
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ツ
ク
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
会
合
、
集
会
行
事

等
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
関
高
等
学
校
東
京
支
部
の
定
期
総

会
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
感
染
状
況
か
ら
、
中

止
す
る
事
を
決
定
し
た
次
第
で
す
。
大
変
遺
憾

な
こ
と
で
は
御
座
い
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
安

東京支部会長
垣下智洋

全
と
健
康
を
守
る
為
に
は
致
し
方
な
い
事
と

考
え
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
又
、
九
月
二
十
二
日

（火
）
の
役
員

会
に
於
き
ま
し
て
、
定
期
総
会
の

「議
案
審
議

を
書
面
議
決
方
式
」
に
切
り
替
え
る
事
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
理
解
頂
き
た

く
存
じ
ま
す
。

時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
令
和
三
年
に
、

岐
阜
県
立
関
高
等
学
校
は

一
①
Ｏ
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
ま
し
て
、
第
二
回
関

高

一
①
Ｏ
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
が
、
関

高
校

「彩
雲
館
二
階
大
会
議
室
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第

一
号
議
案

「各
部
会
経
過
報
告
」

第
二
号
議
案

パ
「後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
「そ

の
他
の
件
」
が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
三

年
十
月
二
日

（土
）
母
校
の
創
立
百
周
年
記
念

式
典
の
会
場
は

「せ
き
し
ん
ふ
れ
あ
い
ア
リ
ー

ナ
」
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
節
目
の
事

業
に
対
し
て
、
東
京
支
部
の
役
員
会
で
は
、
具

体
的
な
応
援
の
仕
方
に
つ
い
て

「寄
付
金
」
で

対
応
す
る
事
を
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
に
は
、　
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も

早
い
収
束
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
来
年
の
総
会

に
は
、
会
員
皆
様
と
笑
顔
で
再
会
出
来
ま
す

事
、
役
員

一
同
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
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今井 忠
増 田

令
和
２
年
度
定
期
総
会

「書
面
議
決
」
結
果
報
告

令
和
２
年
度
６
月
の
同
窓
会

（総
会

・
懇
親
会
）
は
新
型

コ
ロ
ナ
問
題
の
た
め
中
止
を
決

定
し
皆
様
に
報
知
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
コ
ロ
ナ
問
題
が
長
引
き
収
束
の
見
通
し
が
立
た

な
く
、
今
後
の
東
京
支
部
同
窓
会
の
活
動
に
支
障
が
出
る
た
め
、
９
月
に
臨
時
役
員
会
を
開

催
し
て
、
６
月
の
同
窓
会
で
予
定
し
て
い
た
総
会
議
案
を

「書
面
議
決
」
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。　
１０
月
上
旬
に
過
去
３
年
間
に
同
窓
会
に
出
席
さ
れ
た
方
を
対
象
に
総
会
議

案
を
郵
送
し
て
審
議
頂
い
た
結
果
、
異
議
な
く
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　

議
案
は
左
記
の

通
り
。

第

一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
活
動
報
告

第
二
号
議
案
　
令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告

第
二
号
議
案
　
令
和
２
年
度
活
動
計
画

（案
）

第
四
号
議
案
　
令
和
２
年
度
収
支
予
算

（案
）

第
五
号
議
案
　
令
和
２
年
度
役
員
改
選

（案
）

【(令和2年度)東京支部役員改選 】

東京支部総会
【相談役/顧 問】

大平 進 一   ( 1 2回 生)

小川 茂 賃   ( 1 3回 生)

川村 憲 利   ( 1 4回 生) 垣下 智 洋    (15回 生)

【会計監査】

田中 早 苗

阿部 隆 代

【総務】

神谷 哲 朗

塚原 勝

【渉外】

山田 公 二

寺島 正 樹

【広報】

佐田 喜 朗

浦田 幸 恵

【会計】

田丸 恵 美子

本荘 佐 智子

【青年部】

古田 圭 佑

須田 知 子

藤井 俊 介

( 1 9回生 )

( 2 2回生 )

( 2 5回生 )

( 2 5回生 )

( 2 0回生 )

( 4 4回生 )

( 2 5回生 )

( 2 8回生 )

( 1 9回生 )

( 2 4回生 )

( 5 3回生 )

( 6 4回生 )

( 6 5回生 )

【副会長】

吉田 祥 子   ( 1 5回 生)

(担当 :総務)

今井 忠 明   ( 1 8回 生)

(担当 :会計)

敷下 修     ( 2 0回 生)

(担当 :渉外)

増田 禎 男   ( 2 4回 生)

(担当 :広報)
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東京支部同窓会ホームベージ ご 案内
(是非ご覧頂きご意見をお寄せ下さい)

関高同窓会東京支部では、この独自のホーページを開設し、東京支部の会員の方、及び関高OBの 方等関係の方々

に情報発信しております。この第一の狙いは、関高の卒業生は毎年約 300名 ですが、その後の住所変更等で同窓

会会員名簿から漏れている方、また関東に来られ住所変更登録されていない方が多くおられます。このような方々、

またお知り合いの方にもホームページご覧頂いて連絡を頂き、会員再登録して頂きたいと期待しているものです。

さらには、多くの関高校関係者の皆様方と情報交換していけるような場にしたいと願つております。

【関高同窓会東京支部のホームページ】

http://sekikou一 tokyoo com/

(“関高同窓会東京支部
ル
で検索下さい)

◆過去数年の 「同窓会だより」も掲載してあります

ので、是非閲覧下さい。

今回当ホームページのトップに 『関高 100周 年記念事業のお知らせ』を掲載しましたので是非ご覧下さい。

東京支部同窓会もこの 「関高 コ大100年 祭」を応援します。コロナ問題に打ち勝つて大イベントを成功すべく、

東京支部会員の皆様のご支援 日ご協力をお願いします。募金活動へのご協力もお願いします。

当ホームページには、この本部の取り組みを以下のように紹介しています。(クリックして詳細表示)

★ (同窓会本部広報)

☆ (100周 年式典特設サイ ト)

> 実 行委員会組織 記念事業につい

卒業生インタビュー/100年 間タイムライン

卒業生インタビュー 100周年記念事業

百年に…度の1

間高校100周 年式典イベント 問

高

性

一
〇

０

用

守

式

典
く閣犠予定の日程と増所>

ヨ時: 2021年 10月 2日 (と)

時閣: 14:00ヽ 16:08

会埼: せきしんふれ愛アリーナ

テーマは「次世紀へつなlfm高魂」

全手祭生、全在学生が参加することができる
'百年に一度の100周 年イベントを開催します

'

記念事業の詳細を見る

ポクもワタンも関高生!

卒業生インタビュー

隠喬接を準韓供 様々 な控界で活理する卒畢生の

皆さん。現在患どんな世界で括電していますか。

インタピューしてきました。

目

インタどューを見る
(皆さんご存じの東京支部会員も

＼     多
数紹介されています)

100年 間タイムライン

HISTm触 由験みんな甜ろう1
100年捕のタイムライン

ロ語機130年のほ受。

晏いでネたのは、こ機生であり卒発生0皆され.

そんな100年掴0年表(タイムライン〕t

皆さんOBい出や工どソードrt4めて下さしH.

誌鋤 確 i' :
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卒
業
回
生
　
年
会
費
納
入
者

高
校
１
　
森
　
　
幸
子

高
校
３
　
日
比
野
　
栄

高
校
４
　
加
藤
　
幸

一

高
校
４
　
勝
見
　
允
行

高
校
４
　
小
酒
井
　
進

高
校
４
　
西
村
　
一二
郎

高
校
４
　
一二
輪
　
芳
彦

高
校
５
　
秋
山
　
律
子

高
校
５
　
河
井
　
恵
美

高
校
５
　
澤
井
　
初
恵

高
校
５
　
宮
坂
　
　
弘

高
校
５
　
宮
口
　
　
責

高
校
７
　
浅
野
コ
ト
カ

高
校
７
　
石
原
　
玉
子

高
校
７
　
大
宅
　
雅
子

高
校
７
　
尾
関
　
正
憲

高
校
７
　
柴
田
　
朱
明

高
校
７
　
田
中
　
一二
郎

高
校
７
　
丹
羽
　
保
明

高
校
７
　
村
井
　
章
子

高
校
７
　
藪
下
　
隆
男

高
校
８
　
鵜
飼
　
　
賃

高
校
８
　
田
口
　
美
男

高
校
９
　
石
河
　
　
勲

高
校
９
　
齊
藤
　
　
剛

高
校
９
　
哲
藤
日
出
子

高
校
９
　
酒
向
　
克
美

高
校
９
　
酒
向
　
安
武

高
校
９
　
鈴
木
多
美
子

高
校
９
　
田
日
　
慶
恵

高
校
９
　
長
沼
　
士
朗

高
校
９
　
秦
　
〓ユ白志
子

高
校
９
　
布
川
　
滋
子

高
校
９
　
古
川
　
里
子

高
校
９
　
宮
田
伊
佐
子

高
校
９
　
山
田
　
銑
次

高
校
９
　
矢
田
千
哉
子

卒
業
回
生

年
会
費
納
入
者

高
校
１０

佐
竹
喜
久
子

高
校
１０

鈴
木
　
　
厚

高
校
１０

仁
ノ
岡
敬
子

高
校
１０

藤
森
　
孝
子

高
校
１０

渡
邊
　
雅
人

高
校
１１

江
崎
　
　
主早

高
校
１１

木
村
　
孝

一

高
校
１２

大
平
　
進

一

高
校
１２

小
石
　
勝
子

高
校
１２

塚
原
　
郁
夫

高
校
１２

本
村
　
里
子

高
校
１３
　
小
川
　
茂
賃

高
校
１３

西
部
　
弘
司

高
校
１３

福
元
　
久
恵

高
校
１４

小
野
江
義
雄

高
校
１４

川
村
　
生思
利

高
校
１４

正
村
　
邦
男

高
校
１５

垣
下
　
智
洋

高
校
１５

川
島
　
惇
男

高
校
１５

剣
　
　
路
幸

高
校
１５

士
口
田
　
祥
子

高
校
１６

倉
川
　
玲
子

高
校
１６

一二
島
　
靖
子

高
校
１７

橋
詰
　
静
男

高
校
１７

和
口
　
孝
夫

高
校
１８

今
井
　
忠
明

高
校
１８

山石
出
　
利
彦

高
校
１８

佐
藤
　
幹
治

高
校
１８

柴
田
　
倫
子

高
校
１８

島
崎
　
　
進

高
校
１９

後
藤
　
良
信

高
校
１９
　
田
中
　
早
苗

高
校
１９
　
田
丸
恵
美
子

高
校
１９

塚
原
　
敬
二

高
校
１９

長
谷
部
芳
男

高
校
１９

清
水
　
裕
子

高
校
２０

坂
巻
　
春
美

卒
業
回
生

年
会
費
納
入
者

高
校
２０

長
谷
部
政
行

高
校
２０

藪
下
　
　
修

高
校
２０

山
田
　
公
二

高
校
２‐

木
村
　
一
一郎

高
校
２‐

近
藤
　
守
澄

高
校
２２
　
石
原
　
和
夫

高
校
２２

加
藤
た
か
子

高
校
２２

木
村
　
弘
子

高
校
２２
　
阿
部
　
隆
代

高
校
２３

金
子
　
一二
郎

高
校
２３
　
工
藤
喜
代
佳

高
校
２３

村
上
　
宏
之

高
校
２４

内
野
　
智
子

高
校
２４

大
塚
ま
ゆ
み

高
校
２４

川
中
　
明
美

高
校
２４

善
平
栄
美
子

高
校
２４

本
荘
佐
智
子

高
校
２４

増
田
　
禎
男

高
校
２４

村
上
実
智
世

高
校
２５

神
谷
　
哲
朗

高
校
２５
　
五
島
　
卓
道

高
校
２５

塚
原
　
　
勝

高
校
２５

安
渡
　
純
子

高
校
２６
　
石
原
　
　
誠

高
校
２６

小
椋
　
文
昭

高
校
２６

堀
江
　
正
久

高
校
２８

浦
田
　
幸
恵

高
校
２８

片
岡
　
理
子

高
校
２８

西
城
　
　
悟

高
校
２８
　
疋
田
　
郁
雄

高
校
２８

山
本
　
洋
子

高
校
２９
　
石
原
真
由
美

高
校
２９

大
塚
　
周
治

高
校
２９

綴
綴
　
尚
朋

高
校
２９

永
田
　
　
妙

高
校
２９

古
田
　
知
子

高
校
３０

小
鞠
　
昭
彦

卒
業
回
生

年
会
費
納
入
者

高
校
３〇

五
島
　
祥
子

高
校
３‐

山
口
　

一
朗

高
校
３‐

小
原
　
琢
哉

高
校
３２

大
橋
　
智
子

高
校
３２

加
藤
恵
美
子

高
校
３２

楠
　
　
　
一見

高
校
３２

佐
藤
　
　
紫

高
校
３２

森
　
　
直
美

高
校
３３

土同
木
　
和
繋

高
校
３４

奥
田
　
成
人

高
校
３６
　
五
十
川
和
人

高
校
３８

角
　
　
泰
人

高
校
４２

福
井
　
克
巳

高
校
４４

寺
島
　
正
樹

高
校
４８

大
川
　
典
栄

一品
校
４８
　
中
鳴

　
一
寿

高
校
５３

古
田
　
土土
佑

高
校
５５

古
田
　
典
子

高
校
６２

島
田
　
二曇
心

高
校
６４

水
川
　
将
暢

合
計

一
三

一
名

高
校
５

山
田
　
静
子

高
校
７

柴
田
　
朱
明

高
校
９

各
務
　
　
健

高
校
９

長
沼
　
士
朗

高
校
１２

福
井
　
久
子

高
校
２４

池
田
　
敦
子

高
校
２４

善
平
栄
美
子

高
校
２４

福
森
　
宣
（澄

高
校
２７

中
島
　
節
男

高
校
３６

市
原
　
久
幸

高
校
４８

大
川
　
典
栄

高
校
６２

島
田
　
土星
心

合
計

一
二
名

協賛金納入者一覧東京支部令和元年度決算報告書 (第29回)
(平成31年 4月 1日 ～令和 2年 3月 31日)

前 年 度 か らの 繰 越 金

元 年 度 年 会 費 (184名 )

懇親会費 (91名 非 会員 1名 、20代7名、学生2名含 )
30周年記念誌 (44名)

協賛金 (内当 日144,400円)
本部協賛金

312,760

368,O00

728,000

74,000

306,400

100,000

支出の部

(裕会 ・懇親会関係)
総会懇親会会場費等
(支部運営費)
<総 務部 >

役員会、幹事会通信 ・交通費等

総会案内通知連絡費等
<会 計部 >

総会資料費等
<広 報部 >

同窓会だより関連費
<渉 外部 >

本部、他支部連絡関連費
青年部
30周年記念誌事業
その他 (郵便局振込手数料)

952,580

124,510

96,586

17,899

240,462

47,100

78,000

49,525

39,523

15 000

会 計 報 告
上記 の通 りご報 告 申 し上 げ ます
令 和 2年 4月 26日
国1会長 (会計担 当) 石 原  和 夫
会  計        田 丸恵 美子 子

苗

り
　
　
祥

早

通の
　
　

回
中

記

。
日
吉

田

上
ん
２６
せヽ
月
査
査

果
ま

４
監
監

告
結
り
年
計
計

報

の
あ

２
会
会

査
査
達
和

監
監
相
令

ドコ誰催帥生
氏

名

日
比
野
　
栄

河
井
　
恵
美

澤
井
　
初
恵

宮
坂
　
　
弘

宮
田
　
　
賃

日
中
　
一二
郎

丹
羽
　
保
明

藪
下
　
隆
男

酒
向
　
克
美

鈴
木
多
美
子

山
田
　
銑
次

渡
邊
　
雅
人

小
川
　
茂
賃

卒
業
回
生
　
氏
　
名

高
校
１４
　
川
村
　
憲
利

高
校
１５
　
垣
下
　
智
洋

高
校
１５
　
士
口
田
　
祥
子

高
校
１７
　
和
国
　
孝
夫

高
校
１８
　
今
井
　
忠
明

高
校
１８
　
佐
藤
　
幹
治

高
校
１８
　
柴
田
　
倫
子

高
校
１９
　
田
丸
恵
美
子

高
校
２０
　
敷
下
　
　
修

高
校
２２
　
石
原
　
和
夫

高
校
２２
　
加
藤
た
か
子

高
校
２２
　
阿
部
　
隆
代

高
校
２４
　
大
塚
ま
ゆ
み

卒
業
回
生
　
氏
　
名

高
校
２６
　
堀
江
　
正
久

高
校
２８
　
西
城
　
　
悟

高
校
３‐
　
小
原
　
琢
哉

高
校
３２
　
楠

　

　

一兄

高
校
４２
　
福
井
　
克
巳

合
計
三

一
名

一向
校
５

高
校
５

高
校
５

高
校
５

高
校
７

高
校
７

高
校
７

高
校
９

高
校
９

高
校
９

高
校
１０

一
　

高
校
１３

L _ _ _ _ _ _ _ _ _一 一 一



第21号 (4)令和 2年 11月20日

◆
学
校
長
交
代
の
お
知
ら
せ
◆

新
し
い
学
校
長
は
林
雅
浩
先
生
で
す
。

林
先
生
は
平
成
８
年
～

１３
年
関
高
に
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度

校
長
先
生
と
し
て
再
度
の
お
迎
え
で
す
。

６
月
の
東
京
支
部
同
窓
会
に
林
先
生
に
も
ご
出
席
し
て
頂
く

予
定
で
し
た
が
、　
コ
ロ
ナ
問
題
で
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
令
和
２
年
度
　
入
学
式
◆

令
和
２
年
４
月
８
日
、
２

８
０
名

の
新
入
生
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
度
は

コ
ロ
ナ
感
染
予
防

策
を
万
全
に
し
、
内
容
を
精

選
し
た
式
で
し
た
が
、
厳
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

入
生
も
例
年
と
変
わ
ら
ず
、

関
高
生
に
な

つ
た
ぞ
と
気

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

◆
関
高
Ｓ
Ｇ
Ｈ
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｈ
へ
◆

皆
様
お
馴
染
み
の
、
６
年
間
継
続
し
た
関
高
Ｓ
Ｇ
Ｈ

（
ス
ー
パ

ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
）
の
成
長
を
継
承
し
、
令
和

２
年
度
か
ら
は
Ｆ
Ｒ
Ｈ

（地
域
共
創
フ
ラ
グ
シ
ッ
プ

ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
指
定
校
と
し
て
、
探
究
活
動
と
授
業
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

②①蜘願鞠融型研究　　　　　　一‐ノレな‐‐物‐隅
ダ・‐‐十一

④③鞠瑚煉珊プランエング　　　一　ぃ
噺
蜘
非説
一

⑤
授
業
改
善

（教
員
の
活
動
）
　

　

一‐
ψ
‥胡
‥扮

準
‐
拘
」
・】

東
京
支
部
同
窓
会

の
役
員

会
は
、
コ
ロ
ナ
問
題
の
為
休
止

し
て
い
た
が
、
９
月
に
活
動
を

再
開
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
策
を
万
全
に
し
、
広

い
会
場
を
借
り
て
三
密
を
避

け
て
会
議
を
行
い
、
今
後
の
東

京
支
部

の
活
動
方
針
等
を
熱

心
に
討
議
し
ま
し
た
。

本
部
同
窓
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の

４
月
に
予
定
し
て
い
た
定
例
の
役
員

会
を

コ
ロ
ナ
問
題
の
為

「書
面
決
議
」

に
よ
る
役
員
会
に
変
更
し
て
実
施
。
テ
】

の
結
果
、
役
員
改
選
で
丹
羽
会
長
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

マスク着用での代表生徒の宣誓

映画監督 ・う,‐リオライター 村 瀬明郎氏 (25回生)
以前、本誌でご紹介した村瀬さんの最新作が今
年 2月 より全国ロー ドショーされ、初日に鑑賞
しました。生きる意味を考える感動作。

日本ガラスエ芸協会正会員 玉 田恭子氏 (27回生)
以前、本誌でご紹介した玉田さんは、今年も8
月 日日本橋高島屋で個展を開催されました。斬
新なデザインの傑作品に見とれました。

編

集

後

記

タ

今
年
度
は
同
窓
会
が
開
催
で
き
ず
残
念
で
し
た
。
同
窓

会
の
意
義
に
つ
い
て
は
色
々
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当

関
高
同
窓
会
は
、
年
齢
的
に
も
上
下
左
右
関
係
な
く
初
対

面
で
も
す
ぐ
親
し
く
な
れ
、
視
野
も
広
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
関
高
が
育
ん
だ
、
ま
た
先
輩
た
ち
が
営
々
と
築

い
て
き
た
同
窓
会

へ
の
思
い
の
実
現
と
考
え
ま
す
。
是
非

継
続
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
観
点
で
１
０
０
周
年
記
念
事

業

へ
の
支
援
も
、
東
京
支
部
同
窓
会
と
し
て
、
ま
た
個
人

と
し
て
も
細
や
か
な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
。
皆
様
も

宜
し
く
ご
支
援
を
〃
”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（今
井
）


